DEMON 


スピーカー 

SC-M37 

取扱説明書 


• お買い上げいただき、ありがとうございまず。 

•ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくご使用ください。 

•お読みになった後は、し〇でも見られるところに「保記書」 • 「製品のご'柜談と修理-サービス窓□のご案内」と 
共に大切に保管してください。 

• この製品は持ち込み修理対を製品でず。 

化お修理をこ‘希望される場合は> 別途化おおをご請求させていただ<ことにな y ますので> あ6かじめご了を願いまず。 
詳しくは,「保障と修理について」（屈=7ぺージ）をご覧ください。 




ごほ用になる前 I 



まを上のごを意 


正しく巧をじお使いいただくため、ご使用の前に必ず 
よくお読みください。 

この取扱説巧書および製品への表示では、製品を安全に正し 
くお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損 
害を未然に防止するためじ、いろいろな絵表示をしています。 
その絵表示と意ホは次のようじなってしなす。 

内容をよく理解してか6本文をお読みください。 


絵表示の例 

図の中やを傍に具体的な禁止内容が 
巧かれています。 


A 


感電注意 

A 記号はま意（危険•警告を含む）を 
イ足す内容があることを告げるわのでず。 




分解禁止 


0記号は禁止の巧為であることを 
告げるものでず。 


を 


電源プラグを 
コンセントから巧< 


»記号は行為を強制したり指示ずる内容を 
告げるものでず。 
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f 、 

A この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、 

/ 1 \ ^ P — 1 人が死 t : または重傷を負う可能性が想定される内容を示してしなず。 

万一異常が発生した 6、電源 プラグをすぐに抜く 

«煙や異臭、異音が化たとき 
• 落としたり、破損したとき 

から抜く • 機器内部に水や金属類、燃えやずいものなどが入ったとき 
そのまま使用ずると、义災•感電の原因となります。すぐに本体と接続 
している機器の電源を切り、必ず電源プラグをコンセントから抜いて、 
安全を確認してか6販売店じご速絡ください。 

お客様(こよる修理などは危険ですので絶対におやめください。 

/^N ねじを化したり、ろ解や改造をしたりしない 

( この機器を巧造しないで<ださい。义巧'感電の原因となり 

分お 禁止 内部の点お'調整'修理は販売店じご巧賴<ださい。 

/ C 5\ 風呂-シャワー室では使用しない 

义災•感電の原因となりまず。 

水場での 
使用禁止 

水をかけたり、 濡6 したりしない 

t で^ 雨天 • 降雪中 • 海岸-水辺での使胤ま特にご注意ください。 
乂楽•感電の原因となります。 

水ぬれ 
禁止 

この機器の上に巧瓶 • 植木鉢-コップ • 化粧品- 
1 \) 薬品や水などが入った容器を置かない 

こぼれたり、中に入った塌合、义炎•感電の原因となります。 

禁止 

巧部に水などの液体や異物を入れない 

(X ) 機器内部に水などのあ体や金属類> 燃えやずいものなどを 
v_y 差し込んピリ.巧とし込んだりしないで < ださい。 

义災' 感電の原因となりまず。 

特にお子様のいるご穿:庭ではごミ主意ください。 


























安ミ上のごを意 


yy 、、了 t この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、 

/ f \ ■)+ ^ 人が軽傷を負う可能性が想走される内容および物的損害のみの発生が想をされる内容を示してし巧 

• 、 ず 0 

機器の接続は説明書をよく読んでか6おこなう 

テレビ‘才-ディオ機器 • ビデオ機器などの機器を接続ずる 
場合は、電源を切り、各々の機器の賴訓書じがってお 
'必ず実施こなってください。 

また、接続には指定の〕ドを使用してください。指定 W 外の〕ドを 
使用したり、コードを延長したりずると発熱し、やけどや义災の原因と 
なることがあります。 

この機器に乗ったり、ぶら下がったりしない 

( \ J 特に幼いお子様のいるご家庭では、ごま意ください。倒れ 
たり、壊れたりして、けがの原因となることがあります。 

禁止 

重いものをのせない 

1 \)機器の上に重いものや外枠からはみ化るような大きなもの 
を置かないでください。パランスがくずれて倒れたり、落下 
して、けがの原因となることがありまず。 

電源を入れる刖じは、音量を最ルじする 

突な大きな音が化て，聴力障害などの原因となることがあ 
りまず。 

移動させるときは 

まず電源を切り、必ず電源プラグをコンセントから抜き、外 
、グ部の接続〕-ドをホしてからおこなってください。コ-ドが 
電源プラグを傷つき、火災.感電の原因となることがありまず。 

コンセント 
か6抜く 

/Ov 長時間音が歪んだが態で使用しない 

( Xj スピーカーが発熱し、乂楽の原因となることがあります。 

禁止 

A 日年に一度は巧部の掃除を 

/;\販売店などにご柜談ください。内部にほこりがたまったまま、 
長い闇掃除をしないと义災や故障の原因となることがあり 
' ます。 

特に、湿気の多くなる梅雨期の前におこなうと、より効果的です。な 
お、内部の掃除費胤こついては販売店などにご相談ください。 

/ C ^ 不安定な場所に置かない 

1 \ J ぐ6ついた台の上や傾いたところなど不安をな場所に置か 
ないでください。落ちたり倒れたりして、けがの原因となる 
ことがあります。 

次のような場所には置かない 

( \]义災-感電の原因となることがあります。 

• 調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気が当たるようなと 

禁止 一ろ 

• 湿気やほこりの多いところ 

• 直新日光の当たるところや暖房器具のおくなど高温にな 

るところ 

V 
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使用上のごを意 


設置にごいて 


スピーカーの音質は、部屋の大きさ-お態(洋室、和室）•設 

置のしかたなどの影響を受けやずいため、設置じついては次の 

ことにご注意ください。 

• 本機を直接床に設置ずるとほ音が不自然に強調される場合が 
ありまず。そのときは、コンクリートブ□ックなど固い台の 
上に設置してください。 

•本機をレコードプレーヤーと同じ台や棚の上に設置ずると、 
八ウリングを起こすことがありますので、ごを意ください。 

• 本機の近< に磁石もし< は磁石を備えた家具や器具などが置 
かれている場合、本機との相互作用じより、テレビに色むら 
を発生させる場合がありまずのでご注意ください。 

•スピーカーケーブルを足や手に弓 I っ掛けて本機を落下させる 
ことのないように、ケーブルはあず壁などじ固をしてくださ 
い。 

•取り付け樹ま、あず安全性をお認してください。また、その 
後を期的に落下の可能性がないか巧を点おを実施してくださ 
い。取り付け場所、取りがけち法の不備によるいかなる損害、 
事故について当社はいっさいその責を負いません。 


ステレオ音のエチケット 

•踐リ近所への函慮（おもいやり）を十分 
にいたしましょう。 

•特に静かな夜闇は、かさな音でも通りや 
I 音のロヶット I ずいものでず。夜闇の音楽鑑賞じは、特 
に気を配りましょう。 


付属品を確認ずる 


ご使用の前じご確認ください。 



本書について 


□操作説明のボタンについて 

本書の操作説明は、リモコンの操作ボクンをメインに説巧 
していまず。 

□マークについて 

屈=このマークは、関連情報を記載している参照先 
のページをあらわしまず。 

W このマークは、補足説明や操作上のアドバイス 

^ をあらわしまず。 

このマークは、操作時に留意していただきたい 
ま意点や、機自奶議などをあ6わしまず。 

□イラストにごいて 

本書に使用しているイラストは、取り扱い方法を説 S 月ずる 
ためのもので実物と異なる場合がありまず。 
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吸音スポンジにごいて 


設置のしかた 


棚の上や部屋のコーナーに設置ずると、ほ音域が強調ちれる 
場合がありまず。そのときは、本機背面のバスレフダクト孔 
□に、付属の吸音スポンジを挿入してください。 

吸音スポンジを挿入ずる量で、ほ音域を調がずることができ 
まず。 



付属のずべり止め (4 枚)を底面におつてくた 

暗圃 



ずべ y 止め 


•吸音スポンジは、背面より深く挿入しないでください。深く 
挿入ずると、吸音スポンジが本体内部じを下して取り外せな 
くなる場合がありまず。 

• 吸音スポンジが取り外せなくなつたり、本体内部へを下した 
りした場合は、ずぐに本機のご使用をやめ、お買い上げの販 
売店またはお近くの修理ち談窓 □ じご相談ください。 


お手入れのしかた 


•キャビネ、ソトや操作パネル部分の巧れを拭き取るときは、柔 
6かい布を使用して堅く拭き取ってください。 

《化学ぞうきんをご使用の際は、そのを意書に従ってくだ 
さい。 

• ベンジン、シンナーなどの有機溶剤および殺虫剤などが本機 
にが着ずると、変質したり変色ずることがありまずので使用 
しないでください。 


その他のごを意 


•アンプの音量を極端に大きくして歪んだ音のまま巧生ずるこ 
とは、アンプやスピーカーにダメージを与える場合がありま 
ず。適正な音量でお楽しみください。 

•本機を移動させる場合、サランネット越しにスピーカー部表 
面に強い力を加えると、スピーカーを破損させてしまうこと 
がありまずので、ご注意ください。 


い巧叟い々か到一い 
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接続のしかた 


接続の際は、アンプの取扱説明書をよ<お読みの上、正しく 
ご使用ください。 

•スピーカー背面の入力端子とアンプのスピーカー出力端子を 
付属のスピーカーケーブルで接続しまず。 

•左チヤンネルのスピーカーはアンプの L 端子へ、ちチヤンネ 
ルのスピーカーはアンプの R 端子へ、極性（+、 一) をお認し 
て接続してください。 

•アンプにはいろいろなスピーカー出力端子がありまず。 
お使いになるアンプの取扱説明書をお認してください。 


•スピーカーをアンプに接続ずる場合は、あずアンプの電源を 
切ってからおこなってください。 

•極性を圍達えると、位相が変わったりほ音域のない不自然な 
再生音になってしまいまず。正しく接続してください。 


ち続のしかた 


スピーカー背面の入力端子とアンプのスピーカー化力端子をス 
ピーカーケーブルで接続します。 


一側端子：黒 


一側端す用ケーブル 



+側端子：赤 


+側端す巧ケープル： 
被覆表面じ巧刷あり 
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スピーカーケーブル巧端の被 
覆をはずし、指でしっかりよ 
じる。 


-被覆 



勺端すををじ回してゆるめ、スピーカーケーブルをス 
•-ピーカー端子の巧に差し込む。 


3 


端子をちじ回して締め巧け、芯線部ろが巧か5はみ 
出ていないか確認する。 


サランネツトのはずしかた 


•スピーカー前面のサランネットは、取り外ずことができまず。 
•取り外ずときは、サランネットの両側を持って手前に引いて 
ください。 

•取りがけるときは、サランネツトの突起部とキャビネットの 
穴部を合わせて押し込んで<ださい。 


因 

接続が終わった6、スピーカーケーブルを軽く引っ張り、お実に 
接続されているかお認をしてください。 


、ス ピーカーケーブルのな綜どうしを接触させないでください。 
アンプの回路がシヨートし、 S が章の原因となりまず。 


::巧巧 n がか到 n 


游說9广9巧 4川！/:;^-だ了9巧厂みけ 


苑11^滿ぉ口。こ T ： 


W 受±論 


6 



























ほ障と修理について 


□巧証書にごいて 

この製品には保 f 正書が添がされております。 
保証書は、おず「販売店名-購入日」などの 
記入をおかめて販売店から受け取っていた 
だき、内容をよ< お読みの上、大切に保管 
してください。 


保班期間はこ'購入曰か51年間です。 


巧証巧囲中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていた 

だきまず。 

詳しくは保証書をご覧ください。 

脚 M 

保証書が添付されない場合は、有料修理じな 

りまずので、ご注意ください。 

照正顧経過をの修理 

修理じよって機能が維持できる場合は、お客 

様のご要望により、有料修理致しまず。 

有料修理のお金じついては、「製品のご相談と 

修理.サービス窓□のご案内」じ記載の、お近 

くの修理相談窓□へお問い合わせください。 

□修理を依巧されるとを 

修理を巧巧をれる前に 

•取扱説明書の「故障かな？とおったら」の項 
目をご確認ください。 

•正しい操作をしていただけずに修理を依頼さ 
れる場合がありまずので、この取扱説明書を 
お読みいただき、お調べ<ださい。 

修理を巧巧をれるとき 

•添付の「製品のご柜談と修理-サービス窓 □ 
のご案内」に記載の、お近<の修理相談窓 □ 
へご相談 < ださい。 

•修理を依頼されるときのた制こ、捆包がは保 
存しておくことをおずずめしまず。 


依巧の隐に 

連絡していただをたい内容 

•おを前、ご住所、お電話番号 
•製品を…'…取扱説明書の表紙に表示して 
いまず。 

•製造番号…保証書と製品背面に表示して 
いまず。 

• できるだけ詳しい故障または異常の内容 

補修部品の巧ち期巧 

本磯の補修用性能部品の保有期園は、製 
造打ち切り後8年でず。 

□ お客様の個人情ま目の巧護に：:)い 
て 

•お客様じご記入いただいた保証書の控え 
は、保証期圍巧のサービス活動およびその 
後の安全点横活動のために記載内容を利用 
させていただく場合がございまずので、あ 
らかじめご了承ください。 

•この商品に添付されている保証書じよっ 
て、保証書を発行している者(保証責任者) 
およびそれ W 外の事業ちじ対ずるお客様の 
法律上の権利を制限ずるものではありませ 


をな化様 


おぶ： 

再を周波数域： 

入カインピーダンス： 
最大許容入力： 

平均出力音圧レベル： 

ク□スオーバー周液数: 
スピーカーユニット： 

最大かおゴ法： 

巧 S • 

貝き. 


2ウェイ • 2スピーカー 
パスレフ 型、防磁設計 
45 Hz -40 kHz 
6 0 

60 W ( JEITA )、120 W ( PEAK ) 

86 dB (1 W • Im ) 

3 kHz 

ウー八- (12 cm コーンお xl ) 
ツイーターに. 5 cm ソフトドーム形 X 1) 


145〔幅） 
3.8 k 另 


233 (高さ） X 234 (奥行き ） mm 


《」曰 TA :〔社）電子情報技術産業協会が制定した規格です。 


仕様および外観は改良のため、予告なく変更ずることがありまず。 


C * 癌な口なか到口 
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す宋式含巧 J 。シュ-で- 7-クデ。ご 


本 社 

干 210-8569 神奈川県川崎巿川崎区日進巧 2 香地 1 
D&M ビル 3F 

お客様相談センター 

tel ：044-670-5555 

【電話香号はお間違えのないようじおかけください。】 

受イ寸時間9 : 30〜12 : 00、12 : 45 ~ 17： 30 


〔当社休日および祝日を除く、月〜金曜日） 

故障•修理-サービス部品じついてのお問い合わせ先（サービスセンター）じついては、 
次の URL でもご確認できまず。 

http://denon.jp/info/info02.html 


後日のために記入しておいてくださし、。 


購入店名： 

電話 （ - - ) 

購入年月日： 

年月日 J 


Printed in China 541110060103 D 






